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◆ 県内の交通事故発生状況
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　○全国の死者数　1,655人

　　　（前年比　-２人、-0．１％）

死者数

 ※　死者数欄の（　 ）内は発生件数を示す。

負 傷 者 数 9,448

前年比

－861

◆ 死者数の多い都道府県
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交差点　自分を守ろう　周り見て

８ 月 末 現 在 の 交 通 事 故 発 生 状 況

（令和６年８月末）

◆　死亡事故の特徴
１　事故類型別発生状況
○　　事故類型別では、車両相互が35件（39.8%）と最も多く、

次いで車両対歩行者が30件（34.1%）、車両単独が23件

（26.1%）であった。

　　　このうち、自転車関連事故の内訳は、車両相互が8件、車

両単独が3件であった。

２　昼夜間別発生状況

○　　昼夜別では、昼間が44件（50.0%）、夜間が44件（50.0%）

であった。

○　　昼間の類型別では、車両相互が24件（54.5%）、車両単

独が14件（31.8%）、車両対歩行者が6件（13.6%）であった。

　　　また、夜間の類型別では、車両対歩行者が24件(54.5%)、

車両相互が11件(25.0%)、車両単独が9件(20.5%)であった。

３　年齢層別死者数

○　　高齢者が44人(48.9%)と最も多く、次いで50歳代が14人

(15.6%)、30歳代が10人(11.1%)、40歳代が8人(8.9%)、60歳

～64歳が6人(6.7%)、若者が5人(5.6%)、25歳～29歳が2人

(2.2%)、子供が1人(1.1%)であった。

４　状態別死者数

○　　四輪乗車中死者が31人（34.4%）と最も多く、次いで歩行

中死者が30人（33.3%）、二輪乗車中死者が18人（20.0%）、

自転車乗用中死者が11人（12.2%）であった。

○　　四輪乗車中死者のうちシートベルト非着用者は15人

（48.4%）であった。

５　法令違反別発生状況

○　　前方不注意が26件(29.5%)と最も多く、次いで運転操作不

適が20件(22.7%)、安全不確認が16件(18.2%)、信号無視が

7件（8.0%）、動静不注視及び一時不停止がそれぞれ4件

(4.5%)、通行区分及び酒酔いがそれぞれ2件（2.3%）、歩行

者妨害が1件（1.1%）、その他の違反が6件（6.8%）であった。

６　時間別死亡事故発生状況

　８月６日、茂原市八千代交差点において、警察・関係団体と共に、「事故梨キャンペーン」を実施、

通行車両に啓発物資の「梨」やチラシを配布して、交通事故防止を呼びかけた。

【茂原地域交通安全活動推進委員協議会の活動報告】
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◆飲酒運転根絶キャンペーン◆薄暮時の街頭監視

　８月２０日、JR君津駅ロータリーにお

いて、警察・関係団体と共に、チラシや

啓発物資を配布して、飲酒運転の根絶と

交通事故防止を呼びかけた。

　８月２日から１１日、富津市内の主要

交差点において、警察・関係団体と共に、

交通事故の防止を目的に、薄暮時の街頭

監視を実施した。
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見つけてね　ピカピカぼくの　はんしゃざい

◆「旭市市民七夕まつり」の交通誘導 ◆「四街道ふるさとまつり」の交通誘導

　８月６日、旭市内で開催された「市民

七夕まつり」の会場周辺において、警

察・関係団体と共に、来場者の交通誘導

を実施した。

　８月２５日、四街道市中央公園で開催

された「ふるさとまつり」の会場周辺に

おいて、警察・関係団体と共に、来場者

の交通誘導を実施した。

四
街
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◆高齢者交通安全教室の開催 ◆高齢者交通安全教室の開催

　７月１３日、木更津市梶ケ作公園に集

まった高齢者を対象に自転車用ヘルメッ

トの着用と自転車保険の加入を呼びかけ

た。

　８月２９日、御宿町「ラビドール御宿」

に、集まった高齢者を対象に自転車用ヘ

ルメットの着用と自転車保険の加入を呼

びかけた。

い
す
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木
更
津

◆飲酒運転根絶キャンぺーン ◆地域交通安全活動推進委員委嘱式

抜け道と　思うな　そこは通学路

　８月１８日、千葉市緑区あすみヶ丘付近

の市道にて、警察・関係団体と共に、通行

車両に「飲酒運転根絶」のサインプレート

を示し、飲酒運転の防止を呼びかけた。

　８月２７日、千葉東交通安全協会事務室

において、新たに推進委員になられた方に、

交通課長から公安委員会の委嘱状が交付さ

れた。

◆飲酒運転根絶キャンぺーン ◆祭礼「盆踊り」会場での交通誘導

　８月２２日、「ジョイフーズ関宿次木店」

において、警察・関係団体と共に、買い物

客にチラシや啓発物資を配布して、飲酒運

転の防止を呼びかけた。

　８月２１日、松戸市内で開催された「紙

敷中内薄浦町主催盆踊り大会」の会場周辺

において、警察・関係団体と共に来場者の

交通誘導を実施した。

◆違法駐車防止活動 ◆高齢者交通安全教室の開催

　８月２２日、東酒々井団地において、警

察・関係団体と共に、路上駐車車両に「ご

注意ステッカー」を貼付して、交通事故の

要因となる路上駐車の一掃を図った。

　９月１日、柏市「南増尾ふるさと会館」

において、集まった高齢者を対象に自転車

用ヘルメットの着用と自転車保険の加入を

呼びかけた。
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交差点　自分を守ろう　周り見て

８ 月 末 現 在 の 交 通 事 故 発 生 状 況

（令和６年８月末）

◆　死亡事故の特徴
１　事故類型別発生状況
○　　事故類型別では、車両相互が35件（39.8%）と最も多く、

次いで車両対歩行者が30件（34.1%）、車両単独が23件

（26.1%）であった。

　　　このうち、自転車関連事故の内訳は、車両相互が8件、車

両単独が3件であった。

２　昼夜間別発生状況

○　　昼夜別では、昼間が44件（50.0%）、夜間が44件（50.0%）

であった。

○　　昼間の類型別では、車両相互が24件（54.5%）、車両単

独が14件（31.8%）、車両対歩行者が6件（13.6%）であった。

　　　また、夜間の類型別では、車両対歩行者が24件(54.5%)、

車両相互が11件(25.0%)、車両単独が9件(20.5%)であった。

３　年齢層別死者数

○　　高齢者が44人(48.9%)と最も多く、次いで50歳代が14人

(15.6%)、30歳代が10人(11.1%)、40歳代が8人(8.9%)、60歳

～64歳が6人(6.7%)、若者が5人(5.6%)、25歳～29歳が2人

(2.2%)、子供が1人(1.1%)であった。

４　状態別死者数

○　　四輪乗車中死者が31人（34.4%）と最も多く、次いで歩行

中死者が30人（33.3%）、二輪乗車中死者が18人（20.0%）、

自転車乗用中死者が11人（12.2%）であった。

○　　四輪乗車中死者のうちシートベルト非着用者は15人

（48.4%）であった。

５　法令違反別発生状況

○　　前方不注意が26件(29.5%)と最も多く、次いで運転操作不

適が20件(22.7%)、安全不確認が16件(18.2%)、信号無視が

7件（8.0%）、動静不注視及び一時不停止がそれぞれ4件

(4.5%)、通行区分及び酒酔いがそれぞれ2件（2.3%）、歩行

者妨害が1件（1.1%）、その他の違反が6件（6.8%）であった。

６　時間別死亡事故発生状況

　８月６日、茂原市八千代交差点において、警察・関係団体と共に、「事故梨キャンペーン」を実施、

通行車両に啓発物資の「梨」やチラシを配布して、交通事故防止を呼びかけた。
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